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'
m年
春
、
驚
異
的
な
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
た
シ
リ

ー
ズ
第
一
弾
「
青
春
グ
ラ
フ
ィ
テ
イ
ス
ニ
ー
カ
ー

ぶ
る

j
す
」
に
ひ
き
続
き
、
近
藤
真
彦
〈
マ
ッ
チ
〉
、

野
村
義
男
(
ヨ
ツ
ち
ゃ
ん
て
田
原
俊
彦
(
ト
シ
ち
ゃ

ん
)
ガ
贈
る
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
/

港
、
ヨ
コ
ハ
マ
を
舞
台
に
展
開
す
る
、
熱
い
友
情

に
結
ぼ
れ
た
マ
ッ
チ
、
ヨ
ッ
ち
ゃ
ん
、
ト
シ
ち
ゃ
ん

の
夢
と
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
青
春
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
ド

ジ
で
も
夢
を
求
め
て
懸
命
に
生
き
る
三
人
の
姿
が
、

歌
と
笑
い
と
戸
ク
シ
ヨ
ン
、
そ
し
て
爽
や
か
な
感
動

に
彩
ら
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

監
督
の
河
崎
義
祐
、
脚
本
の
田
波
靖
男
、
安
斉
あ

ゆ
子
等
、
お
な
じ
み
の
ス
タ
ッ
フ
の
他
、
今
回
は
、

音
楽
監
督
に
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
・
筒
美
京
平
、
シ
ョ
ー

場
面
の
演
出
に
山
田
卓
・
西
条
満
を
む
か
え
、
前
回
以

上
に
ス
ケ
ー
ル
戸
ツ
ブ
し
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

映
像
ガ
ス
ク
リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に
爆
発
し
ま
す
。

ま
た
「
ス
ニ
ー
カ
ー
ぶ
る

j
す
」
同
様
、
映
画
と

同
名
の
主
題
叡
「
ブ
ル

i
ジ
ー
ン
ズ
メ
モ
リ
ー

L
を

近
藤
真
彦
ガ
歌
っ
て
い
ま
す
。
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ビ
ッ
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時
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志
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田
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静
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司
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(
特
別
出
演
)

福
富
圧
助
:
:
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三
木
の
り
平

間
嶋
勝
江
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
ミ
ヤ
コ
蝶
々

夏
休
み
も
近
い
あ
る
日
、
金
田
一
一
具
(
マ
ッ
チ
)

は
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
横
浜
ヘ
向
っ
て
い
だ
。
彼
は
か

ね
て
か
ら
船
乗
り
に
な
る
こ
と
が
夢
で
あ
つ
だ
。

償
浜
ヘ
向
う
途
中
、
真
は
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
つ
だ

少
年
、
間
嶋
芳
太
郎
〈
ヨ
ツ
ち
ゃ
ん
〉
と
出
会
い
、

港
ま
で
送
っ
て
も
ら
う
。
真
は
さ
っ
そ
く
船
の
仕
事

を
さ
ガ
す
が
、
未
経
験
者
は
ど
こ
で
も
お
断
り
。
し

か
し
、
真
は
あ
き
ら
め
ず
に
な
ん
と
か
貨
物
船
に
も

ぐ
り
こ
も
う
と
し
て
、
海
に
お
ち
る
。
涼
げ
な
い
真

を
毅
つ
だ
の
は
タ
グ
ボ
ー
ト
の
船
員
、
田
川
俊
之
(
ト

シ
ち
ゃ
ん
〉
と
堺
竜
一
だ
っ
た
。
真
の
無
茶
を
な
じ

る
俊
之
だ
っ
た
が
、
寝
る
場
所
の
な
い
真
の
た
め
に
、

芳
太
郎
の
祖
自
の
経
営
す
る
ホ
テ
ル
を
紹
介
し
て
や

る
。
真
は
そ
の
ホ
テ
ル
で
芳
太
郎
と
再
会
す
る
事
が

で
き
た
が
、
港
に
た
む
ろ
す
る
チ
ン
ピ
ラ
の
辻
だ
ち

が
ホ
テ
ル
の
シ
ョ
パ
代
を
取
り
だ
て
に
来
て
い
る
の

に
出
合
い
、
辻
だ
ち
と
大
乱
闘
の
末
、
腕
を
骨
折
し

て
し
ま
う
。

し
か
し
ケ
ガ
に
も
、
か
か
わ
ら
ず
真
は
、
俊
之
の

乗
る
タ
グ
ボ
ー
ト
で
、
働
き
は
じ
め
る
。
俊
之
は
、

白
一
人
、
弟
一
人
の
三
人
暮
し
だ
っ
た
。
そ
の
回
、

(
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照
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真
二

編
集
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:
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黒
岩
義
民

助
監
督
:
:
:
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:
:
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:
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安
田
真
人

製
作
担
当
者
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
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徳
増
俊
郎

振
付
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
山
田
卓

:
西
条
満

音
楽
監
督
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
筒
美
京
平

主
題
歌
「
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ
メ
モ
リ
ー
」

唄
・
近
藤
真
彦

(
R
C
A

レ
コ
ー
ド
)

製
作
・
株
式
会
社
東
宝
映
画

協
力
.
株
式
会
社
ジ
ャ
ニ

l
ズ
事
務
所

配
給
・
東
宝
株
式
会
社

静
子
に
あ
る
目
、
再
婚
話
ガ
起
き
る
。
回
や
弟
の
幸

せ
を
願
う
俊
之
は
こ
の
再
婚
を
認
め
だ
。
回
・
静
子

と
弟
の
健
二
は
、
再
婚
相
手
の
五
十
嵐
の
住
む
島
ヘ

出
発
し
た
。
数
日
後
、
真
、
芳
太
郎
、
俊
之
の

3
人

は
仕
返
し
に
き
た
辻
だ
ち
と
大
ゲ
ン
カ
を
し
て
、
俊

之
は
警
察
に
つ
か
ま
っ
て
し
ま
う
。
ケ
ン
カ
で
こ
わ

し
だ
も
の
の
弁
償
を
し
た
俊
之
は
行
先
も
つ
げ
ず
に

ヨ
コ
ハ
マ
を
去
っ
て
行
<
。

そ
の
こ
ろ
マ
リ
ン
ホ
テ
ル
は
大
赤
字
で
ピ
ン
チ
を

む
か
え
て
い
だ
。
そ
の
事
を
知
っ
た
真
は
芳
太
郎
と

共
に
ホ
テ
ル
を
毅
お
う
と
す
る
。
真
の
ケ
ガ
も
な
お

り
、
二
人
は
か
つ
て
こ
の
ホ
テ
ル
で
暮
し
、
舎
で
は

大
金
持
に
な
つ
だ
福
富
圧
介
巳
援
助
を
求
め
た
。
や

ガ
て
二
人
は
、
福
富
の
ヨ
ッ
ト
で
働
い
て
い
た
俊
之

と
再
会
し
だ
。
俊
之
は
ホ
テ
ル
の
ピ
ン
チ
を
知
っ
て

真
と
芳
太
郎
に
協
力
し
、
三
人
は
大
金
持
の
福
富
か

ら
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
を
借
り
て
や
る
と
い
う
約
束

を
と
り
つ
け
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
巳
客
ガ
集
ま
れ
ば
、

ホ
テ
ル
の
ピ
ン
チ
は
乗
り
き
れ
る
、
三
人
は
成
功
さ

せ
よ
う
と
誓
い
合
っ
た
。
そ
の
矢
先
、
俊
之
の
弟
ガ

危
篤
で
至
急
血
清
ガ
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て

血
清
を
届
け
よ
う
と
船
で
三
人
は
嵐
の
海
へ
の
り
出

し
だ
。
な
ん
と
か
血
清
は
間
に
合
っ
た
が
、
三
人
は

嵐
の
海
に
の
み
こ
ま
れ
、
俊
之
と
芳
太
郎
の
二
人
だ

け
は
、
や
っ
と
の
こ
と
事
で
助
か
っ
た
。
や
が
て
コ

ン
サ
ー
ト
の
開
か
れ
る
日
が
来
て
、
真
の
い
な
い
ま

ま
、
幕
ガ
切
っ
て
お
と
さ
れ
た
:
・
。


